花枇杷

古田敬二

獅子舞の白足袋凍てつく土を蹴る

山風に重たげにゆれ実南天

ソナタ「春」流して温室作業かな

凍てし地を白鶺鴒の速歩かな

寒禽の食いこぼす実の赤点々

花枇杷を横切る森の往き還り

寒林に野外学習の声弾む

雪の予報

黒谷光子

星の夜の明けて朝日に雪眩し

伊吹嶺も連なる山も雪光る

麦青む田を分け列車南進す

かがやかに空晴れ渡り小白鳥

北目指す列車八両雪の原
雪原の鉄路陽に映え陽に交じる

明日もまた雪の予報や星仰ぐ

葦原

藤田洋子

銀杏みな冬芽整い街筋に

纏うものすべて落として銀杏の芽

寒中の硝子のくもり拭いて空

葦原の枯れ尽くしても水の上

節分の豆を炒る手も弾みくる

雨上がる土の匂いの二月来る

踏みしめて二月の畦の湿りくる

どんど焼き

祝恵子

国旗収さむ正月花に触れながら

まず一本清楚に傾ぎ咲く水仙

初電車川面あちこち浮かぶ鳥

打ち鳴らす巫女の太鼓や宵えびす

どんど焼き炎の中にまた炎

思い切り鴨羽のばし水しぶき

風花や青空市で花を選る
寒中の沖

多田有花

初空や奈良のみやこの鴟尾のうえ

やわらかき陽の竹林へ寒の入り

門松のいっぱい積まれトラックに
寒中の沖はまぶしく晴れており

待春の木々青空に枝広げ

早梅のしべ震わせて風過ぎる

それぞれの影を大地に冬木立

蕗のとう

佃　康水

野に覚めし淡きみどりや蕗のとう

藻塩ふり甘さとろけて七日粥

ジャムを炊く夕べの窓に寒の月

満天の星降り注ぐ霜夜かな

蝋梅や空の青さに香の零る

雅楽の音堂に溢れて親鸞忌

弦締めて新譜に挑む初稽古

冬の蘭

川名ますみ

飯桐の実を突き出して森静か

海苔洗う清冽な水に母の指

はなびらにはなびらの影冬の蘭

雪の富士高速道の正面に

集落の屋根それぞれに雪を載せ

知らぬ木も花芽を張りぬ朝の空

明日立春すべての枝の先太し 

初詣

平田　弘 

初雪や舞い上がる粉を交えつつ

寒鴉軒端の記憶くちばしに

雪かきの重みを託つ年毎に

寒暁の雪雲割りて射す朝日

樏を一度は履きたき雪深さ
日脚伸ぶ話題はいつか若返り

初詣玉砂利の音懐かしき

亞浪忌

川本良子

亞浪忌や印肉入れ「亞」の字青磁古り

「風邪引かな」亞浪短冊濃き墨色

やさしさの亞浪短冊「風邪引かな」と

正月の座敷「臥風山房」亞浪の書

賀状には旅のスケッチ元気よく

ロシア料理榾焚くレストラン町はずれ

草萌える馬の埴輪は目をとじて

蘆の芽

桑本栄太郎 

寒林の枝の先までみな空へ

メロディーの報す風呂張り寒の夜

寒風の髪を掻き分け戻りけり

自転車の轍交わる雪の橋

まだ青き空の夕日や日脚伸ぶ

青空の嶺の定かや春隣

蘆の芽や池に陽射しの石の島

水温む
井上治代

冬蜂の低空飛行愛らしき

大寒の雨やみ空の真白なり

うち揃い小鳥飛びたつ雪の中

数本の切り株白し風冴ゆる

雪晴れの空へ明るき鳥の声

川底に朝陽届きて水温む

雲間より青空のぞき春立ちぬ

雪の伊吹

上島祥子

夜の明けて雪の伊吹の現るる

雪原を越えて牛乳届らる

寒暁やピンクに染まるタワービル

木枯らしに背中押されて通学路

寒水や球根白く根を伸ばす

松飾外して朝の掃除終う

拭き掃除終えて煌めく冬の星
